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令和７年度ひろしま自然保育推進事業 活動報告書 

 

 

 

令和 8 年 4 月 28日 

 

 

 

 廿日市市陽光台 5丁目１番地 

社会福祉法人みどり会 

理事長 杉川 綾 

（みどりの森ようこうこども園） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・畑仕事 

・夏野菜植え 

・泥、水遊び 

・クッキング 

・山散歩 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・水遊び 

・お泊りキャンプ（年長） 

・キャンプファイヤー（年長） 

・川遊び（年長） 

・夏野菜収穫、クッキング 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・焚火 

・焚火研修 

・山散歩 

・落ち葉 Tシャツづくり 

・クッキング 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・焚火 

・雪遊び（年長） 

・弥山登山（年長） 

・山散歩 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

 

幼児３クラスで話をし、夏野菜（スイカ、メロン、

オクラ、茄子、きゅうり、枝豆）の苗植えを行う。 

年長は、耕運機を使い園庭奥の畑を耕す。年少は、

プランターも使いながら種を植えた。 

 

年中は、自分たちで苗やプランターを畑まで運ぶ。

「おもたいな～」「だれかてつだって」と子ども同士

で声をかけ合いながら作業していた。最後の水やり

も「じぶんたちで！」と、ホースを伸ばして水をあ

げていた。 

 

日々の水やりも子どもたちと行い、収穫した野菜は

クラスでクッキングをして食べた。 

（エピソード記述） 

 

年長のお泊りキャンプで「かわあそびがしたい」と

いう子どもたちの声があり妹背の滝へ行く。 

流れが穏やかな場所では友だちと並んで浮かんで

みたり、生き物を探したりと、園ではできない経験

をしていた。流れが早い場所では岩肌を使い滑り台

のように滑ってダイナミックに遊んでいた。 

「たのしい！」「いっしょにすべろうや」と、友だち

と楽しさを共有している姿が印象的だった。 

 

 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

 

外部の講師に来ていただき、園周辺の植物観察を行

う。植物の特徴や名前などを教えてもらい興味関心

を広げていた。 

 

自分で選んだ葉っぱを園に持ち帰り、持ってきた T

シャツに思い思いにレイアウトをしていく。「そで

にもつけたい」「おおきいのはまんなか」と、みんな

違うデザインで個性あふれていた。 

 

完成した Tシャツは、運動会や発表会にみんなで揃

えて着用した。 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

 

焚火で暖をとったり火の危険を知ったりと、冬なら

ではの経験ができるように職員研修を行う。 

 

子どもたちと実施の際には、木の組み方や何が一番

燃えるのか、空気の必要性、など一つひとつ目の前

で話をしながら火をつけた。 

「ちかくいきすぎたら、あついね」「このくらいだっ

たらだいじょうぶ」と、体験から感じたことを言葉

にし、危険性を感じながら火と距離を取る姿も見ら

れていた。 

 

マシュマロや野菜を焼いて食べる経験も楽しんで

いた。 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12月） 

   ・自然保育アドバイザーの派遣依頼をし、植物などの自然物を知る機会を設け、園周辺の山の中での遊

び方や活動等を学ぶ 

・自然保育に関する研修会へ参加し、職員に向けて報告会を行いみんなで共有する。 

   ・園庭で焚火研修を行い、実際に自分で火を付ける体験をする。（12月） 

 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

・近隣にあるグランドゴルフ場に散歩に行き、利用されている高齢者の方との交流を図る。 

・地域の方に畑の知識を学び、さつま芋の苗を植えながら交流を行う。 

   ・近隣の方の畑の収穫を一緒に体験させていただき、土や野菜と触れながら交流をする。 

 

 ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

   ・保護者会で園周辺の草刈りや裏山整備の呼びかけを行い、開催する。 

   ・園庭で使う丸太のやすり掛けなど、木材の加工を一緒に行う。 

   ・保護者会主催で、園周辺の落ち葉を使い Tシャツにスタンプを押して落ち葉 Tシャツを作る。 

 

・ その他 

   ・定期的に自然保育アドバイザーの方に来ていただき、一緒に散歩へ行く中で、色んな植物の名前や遊

び方を覚え楽しんでいた。園庭から裏山へ、別ルートを新しく作って遊びや発見を広げていきたい。 

   ・園庭に、アナグマの形跡があり対策を行う。 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


